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毎月 1日・ 16日発行

r-一一一一「市民と市長の日 j4月はお休み

毎月 1日に行われています 「市

民と市長の日」を、 4月は都合に

より お休みさせていた だき ます。

ていI~

農地問題相談日

「農地問題相談」を 4月1日(，)j

午前 8時30分 か ら 午 後 5時ま で、イ

市 役 所 2階農業委員会事務局でfr

います。

3月定例市議会、骨格型の61年度予算決まる ......2 ~ 4 ページ

真田武者行列の参加 者170名を募集 ...................4 ・5ページ

小牧丸子線が4月開通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............6ページ

必ず受けよう、犬の登録と予防注射........................7ページ

カメラレポ・・・・・・.............................................8・9ペ ー ジ

3月23日は上田市長選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9ページ

お知らせ..... . .. . ............ . .. . . . .. . .... .. ... . .. . .. . .. . .. . . .10~12ページ

主な内容



だ 昭和61年 3月16日一一一 (2)ーえつ広報

骨格型の61年度予算決まる
一般会計は185億円

三
月
定
例
市
議
会
が
、
二
月
十
九
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
、

一

一
十
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
昭
和
六
十

一

一
年
度
上
田
市
一
般
会
計
予
算
案
」
を
は
じ
め
、
別
所
温
泉

一

一
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
「
上
田
市
別
所
温
泉

一

一
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
案
」
、
市
議
会
の
議
員
定
数
を
四
人
減

一

一、
り
し
て
三
十
二
人
に
す
る
「
上
田
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を

一

一
減
少
す
る
条
例
案
」
な
ど
三
十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

…

一
案
、か
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

3月定例市議会

昭和61年度当初予算

区 分 61年度 60年度 前年対比

rμj τμ! "0 

一 般 4z〉z‘ 計 18，498，143 18，817，910 98.3 

I 1 士地取得事業 202，761 250，000 81.1 

2 塩田省線放送電話事業 49，455 46，999 105.2 

特 3 国民健康保険事業 3，946，690 3.939.480 100.2 

別 4 交通 災 害 共 済 事 業 29，279 27，065 108.2 

~ ~福祉事業センタ事業 140，585 132，328 106.2 

業 6産院事業 241，787 230，345 105.0 

会 7老 人保健事業 3，704，085 3，377，927 109.7 

計 8 同新手間築也区資住金宅等貸付事業 1 470，807 389，727 120.8 

9 公共下水道事業 1，391，245 1，463，572 95.1 

正口k 五十 10，176，694 9，857，443 103.2 

市
議
会
の
議
員
定
数

4
人
減

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

阿
川
氏
健
康
保
険
法
の
改
止
に
よ
リ

羽
山
叫
馳
帆
忽
白
昨
色
臨
管
制
削
除
J
1
hリ
削
別
九
岨

bz、
判
叫
れ
'
:
、

に
よ
り
川
氏
健
康
保
険
述
常
協
議
会

を
日
の
構
成
と
、
助
産
時
同
時
補
助

ル
札
制
の
改
定
に
伴
、
っ
所
咲
の
改
正

を
し
ま
し
た
。

マ
鬼
董
館
条
例
の

一
部
改
正

上
凶
市
'A
叫
か
月
川
L

叩
館
を
も
内
ね

が
C

二
?
j
H悶
V

江
耳
守
.
サ
:
軒
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昭和61年度一般会計当初予算

使用料・手数料

市慣

繰越金

地方譲与税

自動車取得税

一 (3)ー一一一昭和61年 3月16日 広報

財産収入

交通安全交付金

寄付金

繰入金

3憶し815万円

3億1，800万円

2億5，0∞万円

2億2，7∞万同

l憶6，800万円

-・園田...--60・61年度の 2年事業で

建設さ れる千幽町団地

マ
上
田
市
別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定

七
田
市
別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
、

品
泉
観
光
地
の
活
性
化
と
地
域
文
化

の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
大
字
別

所
温
泉
一
七
二
三
番
地

一
に
設
置
す

る
こ
と
に
伴
い
制
定
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
減

少
す
る
条
例

現
在
、
上
田
市
議
会
の
議
員
の
定

数
は
三
十
六
人
で
す
が
、
こ
れ
を
四

人
減
ら
し
て
三
十
二
人
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
条
例
は
次
の
一

予備費

災害復旧費

2億6，361万円

2億5，687万円

費

費

消防費

6億8，363万円 3.7%
衛生費

11億5，670万同

6.2% 

労働

i義会

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

退
職
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

t
に
伴
い
、
岡
地
行
ム
す
の
~
部
改
正

般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

昭
和

ω年
度

最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
三
億
三
千

四
百
七
十
万
円
の
増
と
な
り
、
こ
れ

に
よ
り
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
の

総
額
は
二
百
十
五
億
一
千
六
百
七
十

五
万
二
千
円
で
す
。
前
年
同
期
に
比

較
し
て
七
億
三
千
五
百
六
十
一
万
四

千
円
、
三
・
五
%
の
増
と
な

っ
て
い

ま
す
。

l
e
-
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4
4
E
z
-
-
2
4
I
'
置、・
d
E

・E
-
F
L

・-A

上
回
市
何
時
か
丘
児
童
館
を
市
内
緑

が
丘
二
丁
目
玉
警
二
号
に
新
占
し
、

あ
わ
せ
て
条
文
め
整
理
を
し
ま
l

w

た

補
正
の
主
な
内
容
は
、
民
生
慢
で

は
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
の
た
め
に
御

寄
付
い
た
だ
い
た
多
く
の
か
た
が
た

の
善
意
が
九
百
六
ト
て
刀
円
に
な
る

た
め
、
こ
れ
を
社
会
福
祉
法
金
と
し

て
柏
み
立
て
ま
す
。
御
寄
付
い
た
だ

い
た
中
に
は
、
市
内
中
之
条
・
故
渋

谷
と
み
様
か
ら
の
御
寄
付
に
よ
る
土

地
を
処
分
し
た
代
金
五
百
六
十
三
万

六
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
松
く
い
虫

特
別
対
策
事
業
と
し
て
被
害
木
の
伐

倒
、
焼
却
の
た
め
の
委
託
料
を
追
加

計
上
し
、
引
き
続
き
徹
底
防
除
に
努

め
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
国
道
バ
イ
パ
ス
関

連
用
地
費
の
二
千
八
十
五
万
三
千
円
、

地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策
補
助

金
の
八
百
九
十
一
万
六
千
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
仮
称
第
六
中
学
校

の
健
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
域
の

教
育
環
境
整
備
の
立
場
か
ら
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、
そ
の

用
地
に
つ
い
て
上
田
市
土
地
開
発
公

社
か
ら
取
得
す
る
た
め
の
経
費
と
し

て
三
億
六
千
百
三
十
二
万
四
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

!あ歳.，
り出主:

:まとな :
:すはー :

。、 般:

次会:
の 計 :
四当 :
ペ 初 ;
| 予:
ジ算:



5，550万円

250万円

870万円

2，296万円

898万円

5，400万円

4，125万円

195万円

764万円

1，153万円

738万円

2，500万円

7，000万円

3，000万円

1，394万円

2，124万円

714万円

75万円

3，812万円

1，480万円

1，300万円

えだ 昭和61年 3月16日一一一 (4)-

EE陸軍m回震明
*総務費

共同集会施設新設改修など補助金

くらしのべんり帳(全戸配布)

テレトピア推進協議会負担金

参議院議員通常選挙費

*民生費

心身障害 児(者)家庭奉仕 員設置委託料

福祉手当

老人家庭奉仕員派遣事業委託料

老人訪問相談事業

ちいさがたの家建設負担金

寝たき り老人家庭介護慰労金

相染閣旧女子浴場会議室工事等

*衛生費

自動血圧計設置(市民課ロビー)

家庭排水浄化セ ンタ一施設管理委託料

家庭雑排水簡易浄化槽設置補助金

*労働費

勤労者退職金共済掛金補助金

勤労者住宅建設資金融資預託金

勤労者福祉厚生資金融資預託金

*農林水産業費

特定地域農業振興総合対策補助金
(岩門生活改善センターなど)

水田利用再編機械施設等導入補助金

果樹振興事業補助金

畜産公害防止事業補助金

松くい虫特別防除事業委託料

農地開発利用促進事業殿城南部補助金

県営ほ場整備事業塩田西部補助金

*商工費

商工業振興助成事業用地取得助成
(東塩田林間工業団地) 6，493万円

中小企業融資預託金 13億3，000万円

中小企業融資信用保証料 6，570万円

公衆用便所新築工事(中禅寺駐車場) 240万円

*土木費

用途地域の見直し、調書作成委託料

秋和上堀線工事費・用地買収費

上田駅大星線整備事業

市民の森公園工事費(野外劇場など)

長池公園工事費(芝生広場など)

千曲町住宅建設工事費

*消防費

第 5分団事業兼詰所建替工事費

消防水利施設整備事業

*教育費

中塩田小学校プール改修工事費

塩田中学校第 1体育館屋根改修工事費

史跡上田城跡北やぐら保存修理

神川小学校夜間照明工事費

マレットゴルフ場新設工事費
(自然運動公園内、 9ホール)

つ広、報

80万円

1，904万円

550万円

田武者行列の

参加者170名を募集

田真
i .田 今
目こま年
i十つで
う七 り五
日」回

~ I日)が目
『に、を

を行 四迎
iわ月 え "oi!，.
tれ二る ~ ~ 
u十---， ，r.rJ. 

tす六上
J 日 田

Iな御 回
目ど参月
iを加 こ
っ次い十
1のた七
nだ日
1おけの
~ 1) る真
l募事田
が集業武
bし所者
lまや行
1す団事IJ
、。体に

市
民
の
皆
き
ん
御
参
加
く
だ
さ
い

規

模

:
・
総
勢
百
七
十
人
、
十
一
隊

(
騎
馬
隊
四
隊
、
歩
行
隊
七
隊
)

⑤
婦
人
科
の
病
気
に
よ
る
も
の

⑥
す
い
臓
炎
、
虫
垂
炎
、
腎
臓
病
、

胆
石
な
ど
内
臓
の
病
気
に
よ
る
も
の

真
田
武
者
行
列

900万円

9，870万円

2，840万円

8，000万円

5，060万円

2憶 5，583万円

昨年の真田武者行列

腰痛を

予防しましょう

三主
今
固
め
テ
ー
マ
は
、
「
腰
痛
め
予
防
」

で
す
。
腰
痛
と
い
う
と
、
お
年
寄
り

ゃ
農
作
業
な
ど
で
重
い
物
を
持
つ
人

い
L
e
+
'
hい
許
E
Z
U汁
帆

1r、
闘
喝

H
U
L
υ
ー例
代

1F‘
?
?
l
b川
町

、

A
7

1，350万円

2，917万円

1，150万円

920万円

3，180万円

1，140万円

で
は
年
齢
や
職
業
に
関
係
な
く
腰
痛

を
訴
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

腰
痛
の
原
因

①
骨
の
老
化
や
ホ
ル
モ
ン
の
乱
れ

か
ら
起
こ
る
も
の

②
ギ
ツ
ク
リ
腰
を
繰
り
返
す
と
、

拡
町
一
腕
と
い
っ
て
背
骨
の
聞
で
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
役
目
を
し
て
い
る
軟
骨
が

減
っ
た
り
、
飛
び
出
し
た
り
す
る
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
病
気
に
よ
る

も
の

ぜ
-e
勺
い

③
ガ
ン
め
転
移
や
化
担
性
脊
椎
炎

な
ど
の
病
気
に
よ
る
も
の

色
打
ち
身
や
十
方
、
骨
折
に
よ
っ

30万円

21億8，657万円
*公債費

元金償還金、利子償還金
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真田

l
-
岡
崎
癖
次
予
院
」

で
す
。
腰
痛
と
い
う
と
、
お
年
寄
り

ゃ
農
作
業
な
ど
で
重
い
物
を
持
つ
人

に
多
い
症
状
と
思
わ
れ
ま
す
が、

今

ぽ
)
カ
ン
向
転
移
来
、
化
腫
性
脊
椎
炎

な
ど
の
病
気
に
よ
る
も
の

④
打
ち
身
や
ケ
方
、
骨
折
に
よ

っ

て
起
こ
る
も
の

qi- ヲIJ 名 制 成 人員 性別 イ寸 百己

①真田 幸 村隊 10人 男性 武者隊(大将のみ騎馬)

②真田 昌 幸 隊 10人 " " " 
③真田 幸 隆隊 10人 " " " 
④真田信 幸 隊 10人 " " " 
⑤ 真 田大助隊 20人 子 供 " 
⑥猿飛佐助隊 20人 " 忍 者 隊

⑦くの ー 忍者隊 20人 女性 " 
⑧姫 君 F象 20人 " 武者隊

⑨海野 六 郎 隊 20人 男性 赤備隊

⑬ 三 好 清海入道隊 20人 " 僧 兵 隊

⑪ 真 田十 勇 士隊 10人 " 武者隊

第 955号ー

主役は

あなた

だえつ一 (5)一一一昭和61年 3月16日 広 報

真田武者行列編成隊

真
固
ま

つ
り
」
が
、
四
月
二
十
六
日

出
・
二
十
七
日
同
に
行
わ
れ
ま
す
。

真
固
ま

つ
q
実
行
委
員
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
御
参
加
く
だ
さ
い
。

瓦
町
宮
町

と

き

・
:
四
月
二
十
七
日
間
。
集
合
・

午
前
九
時

1
出
陣
式
・
午
前
十
一

時
三
十
分

1
出
発
・
正
午

1
終
了

・
午
後
三
時
。

コ
ー
ス
・
:
上
田
城
!
大
手
町
松
尾

町
ー
上
田
駅
|
原
町
|
海
野
町

上
田
城

御
参
加

い
た
だ
け
る
事
業
所
や
団
体

な
ど
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

真
固
ま
つ
り
が
盛
り
上
が
る
よ
、7
、

募 I ~ 議
集|!?

ili! 

*①~④の隊には馬借上料として 3万円を負担していただきます。

①
募
集
す
る
の
は
、
左
表
の
十
一
隊
、

総
勢
百
七
十
人
で
す
。

②
一
隊
(
十

1
二
十
人
)
は
原
則
と

し
て
、
一
事
業
所
、
サ
ー
ク
ル
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
と
し
ま
す
。
(
た
だ

し
、
十
勇
士
隊
は
個
人
参
加
も
可

能
)

③
参
加
者
は
成
年
男
子
が
原
則
で
す

が
、
女
忍
者
隊
・
姫
君
隊
は
女
性
、

大
助
隊
・
佐
助
隊
は
子
供
(
小
学

生
高
学
年
)
で
編
成
し
ま
す
。

④
よ
ろ
い
、
先
頭
旗
(
団
体
名
、
事

業
所
名
も
入
れ
る
)
、
量
食
な
ど
は

事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

込

方

法

申
①
参
加
申
込
書

(
観
光
課
に
あ
り
ま

す
)
に
御
記
入
の
う
え
、
事
務
局

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
応
募
期
限
は
四
月
五
目
的
で
す
。

(
参
加
団
体
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

③
申
込
先
は
「
一
T
3
8
6

上
田
市

大

手

一

一

一
ー

一

六

上

田

市

役
所
観
光
課
内
真
固
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
」
で
す
。

⑤
婦
人
科
の
病
気
に
よ
る
も
の

⑥
す
い
臓
炎
、
虫
垂
炎
、
腎
臓
病
、

胆
石
な
ど
内
臓

の
病
気
に
よ
る
も
の

⑦
同
じ
姿
勢
を
長
時
間
続
け
た
た

め
に
、
腰
の
筋
肉
が
疲
れ
た
り
、
冷

え
た
り
し
て
起
こ
る
も
の

⑧
神
経
痛
や
リ
ュ
ー
マ
チ
か
ら
起

こ
る
も
の

⑨
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の

⑬
悪
い
姿
勢
と
筋
肉
の
衰
え
に
よ

っ
て
起
こ
る
も
の

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
原
因
が

あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
医
の
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

腰
痛
を
防
ぐ
に
は

①
中
腰
や
前
か
が
み
の
姿
勢
で
仕

事
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
物
の
置

き
場
所
や
高
き
に
注
意
し
ま
す
。
例

え
ば
、
ア
イ
ロ

ン
を
か
け
る
時
や
調

理
の
時
に
台
の
高
さ
を
工
夫
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
中
腰
姿
勢
か
ら
立
ち
上
が
る
時

は
、
ゆ

っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
様
に

し
、
中
腰
で
急
に
体
を
ひ
ね
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
背
中
を
丸
め
、
ア
ゴ
を
出
す
、

い
わ
ゆ
る
チ

ン
パ

ン
ジ
ー
-
ゴ

ジ
ラ

姿
勢
を
し
て
い
る
若
い
人
の
中
に
腰

痛
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
背

す
じ
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
少
し
ア
ゴ

を
ひ
い
て
、
体
が
ま

っ
す
ぐ
に
な
る

姿
勢
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
時
、

中

腰
の
ま
ま
持
ち
上
げ
る
の
は
、

腰
に

一
番
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
艇
を
曲

げ
、
腰
を
落
と
し
て
か
ら、

ゆ
っ
く

り
持
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
。

⑤
背
中
や
お
腹
、
腰
の
筋
肉
を
強

く
し
ま
し
ょ
う
。
ギ

ッ
ク
リ
腰
の
直

後
な
ど
、
安
静
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
病
気
の
時
以
外
は
、
腰
痛
体
操

な
ど
で
背
中
や
お
腹
の
筋
肉
を
強
〈

:
し
±
?
し
ょ
、っ
。

⑥
ふ
と
ん
や
マ

ッ
ト
レ
ス
は
、
や

や
硬
め
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

柔
ら
か
い
ふ
と
ん
や
厚
い
マ

ッ
ト
レ

ス
は
、
体
が
沈
ん
で
背
骨
が
曲

っ
て

し
ま
い
ま
す
。
硬
め
の
ふ
と
ん
一
枚

だ
け
に
し
た
り
、
ふ
と
ん
の
下
に
板

を
引
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

⑦
食
事
は
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で

も
食
べ
、
特
に
ほ
う
れ
ん
草
、
春
菊
、

ピ
ー
マ
ン
、
に
ん
じ
ん
な
ど
緑
の
濃

い
野
菜
や
牛
乳
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳

製
品
を
心
が
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑧
肥
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
、っ
。

体
重
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ

も
重
い
荷
物
を
背
負

っ
て
い
る
こ
と

と
同
じ
で
す
。
長
い
間
に
は
、
足
・

腰
に
負
担
が
か
か

っ
て
腰
痛
に
な
り

ま
す
。
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、
適
度
な

運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。



交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目
指
す

小
牧
丸
子
線
が

4
月
開
通

上
田
市
小
牧
地
区
と
丸
子
町
生
田

地
区
を
結
ぶ
千
曲
川
左
岸
道
路
の
「
小

牧
丸
子
線
」
は
、
四
月
下
旬
の
全
線

開
通
を
目
指
し
て
現
在
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

えつ広報

小牧丸子線案内図

より行いま

フレ ッ トに

申請書』に

会場へ飼い

と狂犬病予

け られてい

ので、犬の

と始末をし

国
道
一
八
号
線
の
バ
イ
パ
ス
的
な

役
割
を
拘
う
小
牧
丸
子
線
は
、
総
延

長
が
三
・
三
キ
ロ

μ
あ
り
、
昨
年
五

月
に
開
通
し
た
小
牧
橋
か
ら
千
曲
川

の
南
側
ぞ
い
に
丸
子
町
の
東
郷
橋
に

通
ず
る
道
路
で
す
。
工
事
は
、
上
田

市
側
(
一
・

二
キ
ロ

μ
)
と
丸
子
町

側
(
二
・

一
キ
ロ
灯
)
の
両
方
か
ら

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
花
は

全
線
の
本
体
工
事
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
、

あ
と
は
舗
装
工
事
を
残
す
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
上
田
市
街
地
か
ら
丸
子

町
へ
行
く
に
は
、
国
道
一
八
号
線
か

ます

広域農道一国道144号線問

3月29日に開通します

から、毎月・

ら
大
屋
橋
を
渡
る
か
、
市
道
上
常
国

大
屋
線
(
旧
北
国
街
道
)
か
ら
大
石

橋
を
渡
る
か
、
あ
る
い
は
少
し
遠
回

り
を
し
て
塩
田
地
区
か
ら
丸
子
町
へ

入
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
の
た
め
、
朝
の
ラ

ッ
シ
ュ

時
に
は
、
国
道
一
八
号
線
は
も
ち
ろ

ん
、
狭
い
市
道
上
常
田
大
屋
線
に
も

通
勤
車
両
が
流
れ
込
み
、
長
年
に
わ

た
り
交
通
渋
滞
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

小
牧
丸
子
線
が
開
通
す
れ
ば
、
上

田
市
と
丸
子
町
聞
の
交
通
渋
滞
が
か

な
り
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

上‘困ノえイノ fスは現在、第 1期区間(広域農道から上

塩尻まで)5.6キロ fzの早期開通を目指して、工事ヵ、君、

tッチてt進められています。 このうち、広域農道一国

J~ 144号組問 ( 230 ~;~ )は 、 3月29日(1:)の午後から供用

開始になります (下図参照 )。

月分をまと

なることか

すい方法と

のとおりに

してくださ

月、末日に
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61年度狂犬病予防注射日程表

月日 地 区 H寺 l甘l 1，巧却i炉b 月「

東部地区
9 : 00-9 : 40 踏人公 会堂

4月2日 10: 00-10: 30 東部地区防災センター

(水j
北部地区

9 : 00-9 : 30 明!照 会

9 :50-10:30 新田区民会館

西部地区
9 : 00-9 : 30 西 l協 ~三. 自官

4月3日 9 : 50-10 : 30 新 屋 ヨ4込ユ 自官

(;t;) 
域川辺下地区

9 : 10-9 : 40 報恩終日リ

10: 00-10 : 40 諏訪 j杉 公会堂

9 : 10-9 : 40 下塩尻公 会堂

I長民地区 10: 00-10: 30 旗尻 地区公民館
4月4日 10: 40-11: 10 秋杭l 公会堂

樹
域I11ill下、)J地区 9: 10-10: 10 川 辺町会館

10 : 30-11 : 20 中之条公 会主:

神且総科~ j也区 9 : 10-9 : 40 豊殿保育園横

4月7日 10: 00-10: 50 上野が丘公民館

Oll 
川炭西田地区

9 : 10-9 : 40 小¥}l.区民会館

10 : 00-10 : 40 !込町 公 l( 館

!1;;_[Jj也区
9 : 10-9 : 50 東I益田.t人集会所

4月8日 10: 10-10: 50 市 ・ 塩 田支所

(刈
神川地区

9 : 10-9 : 50 上沢公民館

10: 20-11 : 00 大 hl 公会主;

I主問地区
9 : 10-9 : 40 西 t孟凶事業所

10: 00-10・30 キ11 染|拡|
4月9日

9 : 10-9 : 30 農協恥悶え I~片レド)
川西地区 9 : 50-10 : 10 f 己 m 公 h: 自官

10 : 30-11 : 00 市 ・ 川 西支所

*苦11地区
9 : 00-9・20 東部地区防災センター

9 : 40-10 : 10 南天神町公会主
4月10日 南部

10 : 30-11 : 00 市役所(西庁令市JrI，前)
(村

9・00-9 : 30 上川原初/111fT公会堂
北日/1地区

9 : 50-10: 30 新田区 l( 会館

川辺地区
9 : 10-9 : 40 川 j11 町会館

9 : 50-10 : 20 御所公会堂

4月11日
城下

10: 30-11 : 00 一好町I公会堂

制
北部地区

9 : 00-9 : 20 上半"屋町公会堂

9 : 40-10 : 00 新屋会館
両日/1

10: 10-10: 40 常料町会館

川辺地区門
9 : 10-9 : 40 神知l 公民館

4月14日
10 : 10-10: 20 上半過公会堂以日]
10: 30-11 : 00 下之粂公会堂Oll 
9 : 10-9 : 50 消防 旧東 北分署

神科地区
10: 00-10 : 50 金井公会堂;

9 : 10-9 : 40 殿峻郵便局円リ

世殿I也区 10 : 00 -10 : 20 j;2村f;1!Jl改善センター

4月15日 10: 30-11 : 00 町古町公会堂
(刈

事1111/地区
9 : 10-9 : 30 上沢公民館

9 : 40-10: 10 下山木公会堂神科
10: 30-10: 50 岩門公会主;

!i.¥.回J也/R
9・20-9 : 50 中組公会堂

4月16日 10: 10-10: 50 下之郷公 会主

(l)q 東宮/， 9 : 00-9 : 20 合同庁舎;&庭
神科地区 9 : 40-10: 10 m g原E 〆'.L:、ムZ二 γ三邑・
神川 10: 30-11 : 00 凶分仁士.堂円リ

9 : 10-9 : 30 舞 回八ム ム-Z;:. li1:. 堂

出回地区 9 : 50-10: 20 保IJ!I' 公会堂
4月17日 10: 30-11 : 00 市・塩田支所

(;t;) 9 : 10-9 : 30 上室 tiJ，!;幹センター
川西地区 9 : 50-10: 10 下室 tl生活センター

10: 30-11・。。 市・川西支所

9 : 20-9 : 40 中日 1余 l社l
4月18日

I孟ffiJ也氏
10: 00-10: 10 針合公会堂

(竹 10: 30-10: 50 西出回 'Jc $所

11 : 00-11 : 20 西 tl五回 会館
4 月(l2l) 0日 全 市 9 : 00-11 : 00 合同庁舎長庭

※犬が死亡、行方不明または移動した場合は、

生活環境課へ御連絡ください。

必ず受けよう

犬の登録と予防注射
「犬の登録と狂犬病予防注射」を左表により行いま

す。自治会を通 して各戸配布されたリーフレットに

付いている 『犬の登録票 ・注射済票交付申請書』に

所定事項を記入・なつ印の上、最寄り の会場へ飼い

犬とともに御持参くださし、。

なお、昨年秋の追加実施時に犬の登録と狂犬病予

防注射をした方も、今回受けてくださし、。

登録料金=1頭につき 2，100円

注射料金= 1頭につき 2，700円

この期間中に受けられない場合に は、 5月1日(村

から 5月15日(木)までの問に、獣医師が戸別訪問して

注射を行います。この場合、訪問料として 1頭につ

き1，500円が加算されます。

《注意事項》

0年度ごとに 1固め登録と注射が義務づけられてい

ます。

O犬の鑑札と 注射済票は、紛失しやすいので、犬の

首輪につけましょう。

0犬の散歩に出たときは、必ずフンのあと始末をし

ましょう 。

〈生活環境課宮⑧4100内線302・有線②0671>

4月から年12回に
国民年金の納付回数が、昭和61年 4月から、毎月・

年12回納める方法に変わります。

これは、保険料の引き上げにより 2か月分をまと

めると高額になり、保険料が納めにくくなることか

ら、被保険者(加入者)の方々が納めやすい方法と

して、本年度から実施するものです。

〈新しい保険料〉

国民年金の保険料は 61年 4月か ら次のとおりに

なります。毎月の納期限までに必ず納付してくださ

い。(なお、口座振替を御利用の方は、毎月、末日に

口座から引き訴されます)

061年 4月から62年 3月ま で
1か月 7，100円(定額)

0付加年金(農業者年金)加入者は 7，500同

〈前納すれば割引に〉

61年 4月中に 1年分をまとめて納付すると、毎月

( 7 ， 100円 )納付するより、年間2 ， 180円 (定額)の割IJ~I
になります。

上回ノ〈イ

;塩尻まで)

:ピッチで進

!道144号線f
l 開始になり

主長野
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企女子大浴場が新装オーブン
昨年10月か ら改築工事を進めていた相染問の女子大浴場が

械し、 3月11日に新装オープンしました。新装された浴場は

t子大浴場 と身体障害者専用の個室浴槽です。 3月11日は、

時を記念し て相染問全館を無料開放しましたが、大勢の市

Rでにさ わい ました。なお、身体障害者専用の個室浴槽を利用

~ /1る方は、 予約が必要ですので相染問(fi⑮2100)へ 御連絡

(ださい。
1; たひしょ

御柱8本を御旅所へ砂
市内下之郷の生島足島神社の「御柱山出し」が、 3月9日行わ

Ilました。氏 f-ら約200人の皆さんは、3班に分かれて、長さ約

11:、太さ70;のアカマツの御柱8本を 1本ずつ、東山国有林か

;1'，11どlった「御旅所」まで、 1日カ、かりてい引き出しました。

1年にl回の倍11性大祭は、 4月19-21日に聞かれますが、 20日は

パンのilH.'J Iき」があり、後11旅所から同神社まで御柱 4本を

ll ~ 出し ます。

、市内上

た橋詰け

ぽ珍=が、

た。ホー

親せきや

迎 えに感

た武石村

は上田市

お
母
さ
ん
が
教
え
る

新
入
学
〈
園
〉
児
の

突
通
安
全

新
入
学
(
同
)ま
で
、
あ
と
わ
ず
か

で
す
。
新
入
学
(
園
)児
ら
は
、
慣
れ

な
い
道
を
歩
き
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ

て
行
動
範
問
も
広
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
新
入
学
(悶
)児
に

と
っ
て
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

村
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
不
安
に
な

り
や
す
く
、
特
に
交
通
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
方
が
次
の
点

に
気
を
配

っ
て
、
新
入
学
(
聞
)児
を

交
通
下
位
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

①
通
学
路
を

一
緒
に
歩
〈

千
佐
川
た
ち
に
正
し
い
交
通
化
|

ι

ム

VM:

腕釣代、，
A
'
h
u
，、、町炉、

H
O
U

、
l

千ヘ
1

九、引サミ
M
M

司、仏
m-4

春
で
す
。

す
。ま

ず
、
お
母
さ
ん
が
子
供
と

一
紡

に
、
毎
日
通
う
通
学
路
を
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
、
右
側
通
行
、

信
号
機
の
見
方
、
横
断
歩
道
の
正
し

い
渡
り
方
、
そ
の
他
安
全
な
通
行
方

法
な
ど
を
具
体
的
に
教
、え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
実
地
借
導

に
当
た

っ
て
は
、
子
供
の
自
の
高
さ
、

千
供
の
特
性
も
身
、え
て
具
体
的
に
教

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
登
・
下
校
時
の
注
意

登
校
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
、
チ

供
は
あ
わ
て
て
飛
び
出
し
て
し
ま
い
、

交
通
事
故
に
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

余
裕
を
も

っ
て
出
し
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
登
校
前
に
は
、

子
供
を
し
か
ら
な
い
こ
と
も
大
切
な

こ
と
の
一
つ
で
す
。

下
校
時
は
、
と
か
く
開
放
さ
れ
た

気
分
と
な
り
、
気
が
ゆ
る
み
が
ち
で

す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
下
校
時
は
、
特

に
気
を
つ
け
て
帰
る
よ
う
教
え
ま
し

トゅ

よ
ノ
。

③
子
供
の
事
故
の
持
徴

子
供
の
事
故
の
多
く
は
、
率
な
ど

の
陰
か
ら
急
に
飛
び
出
す
ャ
」
と
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。

道
路

へ
出
る
前

に
必
す
立
ち
止
ま

っ
て
、
車
が
取
な

い
か
い
と

7
か
を
h
h
乃
位
以
全
確
R
4
4
7
T

響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

ス
ν

ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
横
断
渉
進
な
ど
の
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市内下 d

ilまし た

17日、太

らl'0ほ

7年にl回
メイン グ〉

引き出し

みんなそろって投票を

3月23日は上田市長選挙
投票にお出かけの際には入場券をお忘れなく 。投票

時間は、午前 7時から午後 6時までです。(ただし、須

川、畑山、長入、岩清水、野倉の各投票所は午後 4時

まで)

中国残留日本人孤児の肉親捜しで、 市内上

沢の橋詰岩雄きん(59)の姉と 分かっ た橋詰け

きをきん(53)=写真右、中国名.*文珍=が、

2月25日国鉄上田駅に下り 立ちまし た。ホー

ムでは、歓迎の花束を贈られるなど親せきや

岩雄さんの近所の人たちの温かい出迎えに感

激していました。 26日は生まれ育っ た武石村

を訪れて先祖の墓参りを行い、27日は上田市

役所に永野市長を表敬訪問しま した。

温かい出迎えに感激

北陸新幹線

「環境影響評価報告書」が

閲覧できます

を ①
教子通
え供学
るた路

こちを
とに-
li正緒

しに
大い歩
入交く
り通
l'{ Jレ
務 l
でjレ

春
で
す
。

普
通
タ
イ
ヤ
に

は
き
替
え
よ
う

お
宅
の
自
動
車
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
は
き
替
え
が
お
済
み
で
す
か
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
道
路
粉

じ
ん
は
、
春
先
に
な
る
と
、
特
に
そ

の
量
が
増
加
し
ま
す
。
粉
じ
ん
は
、

道
路
を
汚
す
ば
か
り
で
な
く
、
住
民

や
通
学
児
童
の
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影

習かzf
fどず 1
tつ 立
1か ち

1左止 三
!右まミ
τσ〉 っ

?安て抗
i全、 t
j確率 J

}認カずト

を来}
目、-. ，・4 円

鋼管
も
心
配
き
れ
て
い
ま
す
。

ま

た

ス

一ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
横
断
歩
道
な
ど
の

道
路
標
示
も
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
三
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
、
道
路
の
補
修
や
道
路
標
示

の
塗
り
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は

い
て
走
る
車
に
よ
っ
て
、
せ
っ
か
く

塗
り
直
し
た
道
路
標
示
が
消
、え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
き
ん
、
早
自
に
普

通
タ
イ
ヤ
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

長野県内を初めて通過する北陸新幹線の建設によっ

て、沿線の環境が破壊されないよう、上田市では長野

県を通じて皆さんの意見を、建設を担当する日本鉄道

建設公団に意見書 として提出しておりました。

日本鉄道建設公団からは、皆さんの意見を反映した

「環境影響評価報告書」および意見に対する見解書が

公表されました。 これらは、市役所交通対策課で自由

に閲覧ができます。

《報告書の内容》

0新幹線の建設方法やルートの概要

0騒音・振動・テレビ電波障害などの生活への影響

とその対策

0動植物など自然、への影響とその保全対策

《見解書の内容》

0皆さんの意見に対する日本鉄道建設公団の見解

北陸新幹線、最近の動き

昭和60年 12月25日・・日本鉄道建設公団から運輸大臣に

工事実施計画認可申請書が提出される 。

昭和61年 3月16日・・・北陸新幹線駅周辺環境整備事業着

工 (長野・富山・金沢の各駅)



だ 昭和61年 3月16日一一一ー (10)一

せ
r

ら
一知一お上

田
創
造
館

「
星
空
を
見
る
会
」
の

えつ

参
加
者
を
募
集

広報

上
田
創
造
館
宮
⑫
1
1
1
1

上
回
創
造
館
で
は
、
早
春
の
星
空

を
眺
め
な
が
ら
代
表
的
な
星
や
星
座

の
勉
強
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

に
よ
り
「
星
空
を
見
る
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
・
:
四
月
五
目
的
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
九
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
創
造
館

募
集
人
員
・
:
約
六
十
名
(
上
小
地
区

号

に

住

所

の

あ

る

方

)

術
費
用
:
星
座
早
見
盤
、
テ
キ
ス
ト

笥

駒

山

竹

わ

怯

ν
ι
t
tA

エ1
41

Z
白
川
門
ハ
旧
停
滞
説
多
告

転
居
な
ど
の
と
き

「防災パレ ド」ガ3月9日に行われ、土

田市消防団のラッ/'i隊など約70人ガ自販き

通りを行進しまし芝。これは春の全国火災

予防運動の一環として行われたもので、婦

人消防隊の皆さんも通行中の市民にピラを

配って防火を呼びかけました。

と
し
ま
す
)

申
込
方
法
・
:
往
復
ハ
ガ
キ
に
次
の
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
①
往
信
・
表
に
は

「
=
1
3
8
6
1
H

上
田
市
大
字

上
田
原

1
6
4
0

上
回
創
造
館

星
空
を
見
る
会
係
L

②
往
信
・
裏

に
は
「
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
(
児

童
・
生
徒
の
場
合
は
学
校
名
も
)
」

③
復
信
・
表
に
は
「
参
加
希
望
者

の
住
所
、
氏
名
」
④
復
信
・
裏
は

上
田
創
造
館
が
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
ま
す
の
で
、
何
も
書

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
:
・
三
月
二
十
五
日
附

そ
の
他
・
:
①
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
②

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
ま
す
。
。
今
回
参
加
で
き
な

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
め
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ

っ
た
日
ま
で
の
水
道

④
小
学
生
以
下
の
児
童
に
は
必
ず

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

上
田
創
造
館

プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ
ム
の

投
影
内
容
を
変
更

上
回
創
造
館
宮
⑧
1
1
1
1

上
田
創
造
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
影
内
容
を
、
三
月
二
十
一
日
か
ら

次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

①
三
月
二
十
一
日
幽
か
ら
「
春
の
星

空
と
惑
星
へ
の
旅
」
に
変
更
し
ま

す
。

②
北
斗
七
星
、
春
の
大
曲
線
お
よ
び

大
熊
座
・
小
熊
座
に
ま
つ
わ
る
神

話
な
ど
を
投
影
し
ま
す
。
ま
た
、

惑
星
探
査
機
の
ボ
イ
ジ
ャ

l
、
バ

イ
オ
ニ
ア
な
ど
の
紹
介
も
し
ま
す
。

① 
目I) ~ 3/ 
Z月 /21

j十ム
ト九
8 B は

72毎
?ら日
干四 まと

は彰

「
お
客
係
番
号
」
を
御
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
と
、
手
続
き
が
早
く
済
み
ま

す
。

で
は
、
四
月
十
八
日
働
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
、
上
田
市
民
体
育

館
で
「
第
五
回
躍
進
す
る
上
田
の
工

業
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

受
注
拡
大
、
人
材
確
保
な
ど
企
業

の
発
展

P
R
に
格
好
な
催
し
で
す
の

で
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
多
く
の
工

業
製
品
を
御
出
品
く
だ
さ
い
。
実
演

や
即
売
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
に
も
多
数
の
御
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

出
品
申
込
先
・
・
・
上
田
商
工
会
議
所
指

導
課
(
宮
⑫
4
5
0
0
)
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
・
:
三
月
二
十
五
日

ω

対

)

l
J町
|
|
|
川
1
l」
活

す

)

車

吋

刷

J

糊

机

ト

一
生
七
ま

捕

転

)

件

わ

バ

蹴

山

行

机

一

ら

制

州

げ

白

い

u

t
壮一

v

M

1

4

附

津

1

3

ラ

務

一

た

酎

ヵ

げげ

児

岬

機

¥

/

し
れ
か

刈
転
用
ん
二
プ
朝
一
し
糊
い

ス

幼

ω
除

小

シ

は

J

ブ

イ

自

三

は

イ

ル

一

ま

オ

負

イ

付

椴

絹

J

h

阜

ダ

hv

用

正

晴

ク

一

一
り
詐
を

堂

助

濯

気

1

勤

転

ミ

酌

は

バ

一

羽

文

チ

一
あ
一
背
任

食

補

洗

電

ジ

電

自

セ

デ

婦

七

英

ス

一

が

指

責

同

円

円

い

料

い

円

円

い

う

一

助

ぺ

上

∞
∞
∞
合

合∞

ω
ム口

k

J
一
J
1
U
I

J

J

J

し

無

し

J

J

し

市

H
-
J
ω

ぺ

4
m
m
話

話

5

叩

話

闘

い

一

札

綜

川

初
出
山
一
一
u
的

V

P

一

村

川

一

れ

則

子

。

R
-
L

軒
町
一
尚
一
目
的
川
わ

U
M

ィ

寸

山

W

J

4

一
物
置
ブ
だ

ト

グ

h
h
A
一
口
問
係
ラ
く

y

ン

ん

ん

J

-

い
活
ト
ゑ

セ

二

十

ぷ

l
・
た
生
め
了

ク

リ
l

」
、
づ

nJ
課
地
町
内
剖
岬

，

ド

ー

ト
h

a

v
句

協

晶

花

t
F
喝
、

J

h

f

h
 

ム
を
午
前
九
時
三
十
分
、
同
十
一

時
、
午
後
一
時
三
十
分
、
同
三
時

の
四
回
投
影
し
ま
す
。

②
た
だ
し
、
三
月
二
十
四
日
と
三
十

一
日
は
、
月
曜
日
の
た
め
休
館
日

に
な
り
ま
す
。

出躍
旦進

xτ 
募柔エ g

そをpj
ま妻 j
す展 ;

商
工
課
商
工
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
2

上
田
市
と
上
田
商
工
会
議
所
な
ど



防
費
用
星
座
早
見
盤
、
テ
キ
ス
ト

第

代

な

ど

J

人
千
五
百
円
(
保
護
者

戸
同
伴
の
場
合
は
、
含
め
て
r

人
分

転
居
な
ど
の
と
き

早
め
に
水
道
局
へ

水
道
局
業
務
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
0
6

有
線
②
0
8
3
1

だ

転
入
、
転
出
な
ど
が
多
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

早
め
に
水
道
局

へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

〈
引
っ
越
し
て
来
た
と
き
、
今
ま
で

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
水
道
を
使
用

す
る
と
き
〉

O
再
閉
め
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
自
の
つ
く
所
に

「
使
用
中
止
中
]

の
荷
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
よ
っ
て
お
客
様
番
号
を
確
か
め

て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
。

〈
引
っ
越
し
て
行
く
と
彦
、
一
時
休

止
す
る
と
き
V

o
一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

ぃ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
水
道

料
金
を
現
地
で
精
算
し
ま
す
。

〈
将
来
使
う
見
込
み
の
な
い
水
道
を

止
め
る
と
き
》

O
廃
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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申
込
者
か
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
ま
す
。
①
今
回
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
は
次
回
に
優
先
し
ま
す
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ

っ
た
日
ま
で
の
水
道

料
金
を
現
地
で
精
算
し
ま
す
。

《
名
義
を
変
更
す
る
と
き
、
特
に
死

亡
し
た
人
の
名
義
を
変
更
す
る
と
き
》

O
名
義
変
更
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

O
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
水
道
局
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
水
道
料
金
は
、
旧
使
用
者
の
分
も

合
わ
せ
て
新
使
用
者
の
負
制
と
な

り
ま
す
。

届
け
先
:
・
水
道
局
業
務
課
(
市
役
所

南
庁
舎
一
階
)

異
動
シ
ー
ズ
ン
で
す

電
気
の
使
用
中
止
も

忘
れ
ず
に

三
月
は
、
転
勤
や
入
学
、
卒
業
な

ど
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

荷
造
り
、
学
校
な
ど
の
手
続
き
と

い
ろ
い
ろ
忙
し
く
な
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
忙
し
さ
の
中
で
忘
れ
が
ち
な
の

が
、
電
気
の
使
用
中
止
の
手
続
き
で

す
。
引
っ
越
し
の
日
が
決
ま

っ
た
ら
、

お
早
め
に
中
部
電
力
へ
御
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
電
気
御
使
用
量
の

お
知
ら
せ
」

票
に
記
故
さ
れ
て
い
る

①
三
月
二
十

一
日
幽
か
ら
四
月
六
日

同
ま
で
の
毎
日
、
プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ

すき「
まお
す客
と様
、番

f F 
Iを
が御
早連
< *s 
{斉い

みた
まだ

文
化
講
演
会
を

社
会
教
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
1

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
に
よ
り

「文
化
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
南
極
大
陸
の

美
し
い
自
然
や
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
生
物

の
様
子
を
二
ハ
ミ
リ
映
画
で
紹
介
し

た
あ
と
、
講
師
の
鳥
居
鉄
也
さ
ん
に

南
極
越
冬
隊
長
を
経
験
さ
れ
た
お
話

し
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
・
:
三
月
二
十
九
日

ω午
後
一

時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
文
化
会
館
ホ

l
ル

演
題
・
:
「
極
地
の
生
活
か
ら
学
ぶ
」

講
師
:
・
第
四
・
八
次
南
極
越
冬
隊

長

鳥

居

鉄

也

さ

ん

整
理
券
:
・
入
場
は
無
料
で
す
が
、
次

の
窓
口
で
入
場
整
理
券
を
お
求
め

く
だ
さ
い
。
マ
市
役
所
一
階
案
内

マ
社
会
教
育
課

(
四
階
)
マ
豊
殿

.
塩
田
・

川
西
各
支
所
マ
中
央

・

西
部
・
城
南
・
上
野
が
丘
・
塩
田

.
川
西
各
公
民
館
マ
上
回
創
造
館

4月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ハブラシ(l歳 6
か月児)をお持ちくだざい。 また、 1歳6か月児は赤ちゃん
手帳の中にある健康診査票を記入 してお持ちください

ぷ~ 士場 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
4月4日 60年11月16日-11月30日生

4月22日 60年12月1日-12月15日生

10か月児
4月10日 60年 5月16日-5月31日生

上田市保健セ ンター 4月24日 60年 6月1日-6月15日生

(市役所南庁舎2階) I 4月11日 59年 9月16日-9月30日生
1議6か月児

4月23日 59年10月1日-10月15日生

3 歳児
4月18日 58年 3月1臼-3月15日生

4月30日 58年 3月16日-3月31日生 l

4か月児 60年11月16日-12月15日生
塩田母子健康センター

10か月先
4月8日

(l星回地区) 60年 5月16日-6月15日生

3 歳児 4月16日 58年 2月1日-3月31日生

4か月児 60年11月16日-12月15日生
川西社会福祉セ ンター

10か月児 1 4月9日 60年 5月16日-6月15日生(111西地区)

1
1議6か月児| 59年 9月16日-10月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮ください。
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小
冗
マ
ヒ
予
防

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を

えつ広報
月1日

区山

u
bl' 

象対

投
与
し
ま
す

川西地区

j1[田地区

東部地区 (踏入 ・東町・上常回 ・中常

田・下常田・北常国・材木

町・常入)

西部地区(下紺屋町・鎌原・西脇・新

町・諏訪部・ 生塚・常磐町・

緑が丘・新屋・織が丘北・

繰が丘西・城北)

中央地区(横町・海野町・原町・袋町・

馬場町・田町・丸堀町・木

町・北大手)

神科地区

豊殿地区

川辺・泉団地区

南部地区(南天神町・泉平・北天神町・

松尾町 ・鷹匠町・本町・末

広町・大手町)

北部地区 (上川原柳町・下川原柳町・

愛宕町・上鍛冶町・鍛冶町・

上房山・下房山・柳町・新

田・上紺屋町)

塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

城下地区

与
を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
子
供
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ

さ
い
。

該
当
者
:
・
昭
和
六
十
年
七
月
一

日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
に

一
回
も
受
け
て
な
い
四
歳
未
満
の

子
供
さ
ん
、
一
回
だ
け
受
け
た
子

供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

投
与
方
法
:
・
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
ず
つ

二
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

館ム
云町

受
付
時
間
・
:
各
会
場
と
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

持
ち
物
・
:
母
子
健
康
手
帳
、

問
診
票

(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
中
に
綴
り
込

ん
で
あ
り
ま
す
が
、
会
場
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
)

注
意
事
項
:
①
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
「
州
市

忌
事
項
」
に
該
当
す
る
子
供
さ
ん

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
②
接
間
後

の
注
意
事
項
は
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
を

御
覧
く
だ
さ
い
。
③
接
種
後
、
高

熱
、
お
う
と
、
け
い
れ
ん
な
ど
異

館
.，6、
ヱエ町

神川地区

高l回目 と2回目の間隔は、 6週間以上あけて くださし、。

地車場が狭いため、車での来庁はなるべく御遠慮ください。

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予

防
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

111地区公民館

常
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
医
師

の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
④

こ
の
予
防
接
栂
と
三
種
悦
合
・
麻

し
ん
の
予
防
接
種
の
時
期
が
同
じ

な
の
で
、
接
種
に
あ
た
っ
て
は
間

隔
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。
(
ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
と
麻
し
ん
は
接
種
後

一
か
月
、
-
三
種
出
合
は
二
週
間
、

そ
れ
ぞ
れ
他
の
子
防
接
種
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
)

迷
惑
で
す
ノ違

反
駐
車

上
回
警
察
署
宮
⑫
3
5
6
5

最
近
、
駐
車
禁
止
場
所
に
お
け
る

駐
車
、
団
地
内
な
ど
に
お
け
る
青
空

駐
車
が
昼
夜
を
問
わ
ず
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
普
察
に
も
違

反
駐
車
に
対
す
る
苦
情
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
に
駐
車
す
る
と

付
近
の
人
た
ち
が
多
く
の
迷
惑
を
受

け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
駐
車
車
両

の
影
か
ら
人
が
飛
び
出
す
な
ど
交
通

事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
車
は

「
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
」
、
「
夜
間
だ
か

ら
」
と
軽
〈
考
、
え
ず
、

必
ず
駐
車
場
、

化
工
地
な
ど
に
入
札
、
人
の
迷
惑
に
な

情報化社会とニューメデ、ィ ア

上田創造館で講演会を開催
上回創造館では、次により講演会を開催します。

8・・・ 3月30日(11)午後 2時か ら

ところ・・・上田創造館文化ホール

演 題・ー「情報化社会とニューメディア」

師…NHKチーフアナウ ンサー 高梨英ーさん講

テレホンサービスを開始

上小地方の週間天気予報
Y、T上田電報電話局ては、日々の天気予報'I77J
叩えて、上小地方の週間天気予報テレホ ンサ一
、えを始めました。

電話番号は23-0177(有料)

'1"-ピスの仕組みは、毎週火 ・金曜日に新しい

穴情報(長野気象協会の提供)をお知らせしま

1 とうぞ御利用ください。

と

1日現在)

(+ 26) 

(+ 26) 

( 0) 

(ー 21)
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